
中海校下のまいぶんマニュアル 

中海校下の地形は、おもに梯川流域の平野を見渡す 

と険しい です。これらの丘陵・山地には、縄文時代の や、古墳時代の有

力な の 、奈良・平安時代の （仏教の修行やお祈りをする場所）、戦国大

名と一向宗の勢力が争った （戦いの拠点となるとりで）などがあります。 

 

（中海町） 

おもな時代は 教科書の小単元は 。 

ポイント①＝

 

ポイント②＝遺体の埋葬施設は、木材で骨組みをつくり粘土で覆
おお

うタイプでした。 

ポイント③＝  

 

（軽海町） 

おもな時代は 。 

教科書の小単元は 。 

ポイント①＝ が活躍した時代、 のある丘陵の辺りに築かれた

ポイント②＝石で区画した中に、 が納められていました。 

ポイント③＝埋葬された人は、当時の をおさめていた有力者の一族と推測されます。

 

（原町） 

おもな時代は 。教科書の小単元は 。 

ポイント①＝ と の勢力が争った時代に、 山頂に築かれた 。 

ポイント②＝山城の近くには、白山麓と小松を結ぶ 越えの道が通り、古くから重要な場所で

した。どちらの勢力が城主だったのか、はっきりとはわかっていません。 
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